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【
解
　
題
】

　

本
稿
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
・
第
三
二
号
（
二
〇

二
〇
年
・
二
〇
二
二
年
）
に
公
表
し
た
、
坂
口
太
郎
・
藤
本
孝
一
「
重
要
文
化
財
『
西

南
院
文
書
』
第
一
巻
～
第
三
巻
」
な
ら
び
に
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
四

巻
」
の
続
稿
で
あ
る
。
翻
刻
に
先
立
っ
て
、
本
稿
で
紹
介
す
る
重
要
文
化
財
『
西
南

院
文
書
』
第
五
巻
と
第
六
巻
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
く
。

　

第
五
巻
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
豊
臣
政
権
期
に
か
け
て
の
文
書
十
三
通
を
収
め

る
。
そ
の
中
核
を
な
す
の
が
、
西
南
院
の
相
伝
に
関
わ
る
歴
代
院
主
の
譲
状
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
二
月
二
十
六
日
付
「
良
憲
西
南
院
譲
状
」

（
第
五
五
号
）、
②
永
正
十
五
年
八
月
十
二
日
付
「
忠
海
西
南
院
譲
状
」（
第
五
七
号
）、

③
同
年
八
月
二
十
一
日
付
「
忠
海
西
南
院
譲
状
」（
第
五
八
号
）、
④
永
禄
九
年
（
一

五
六
六
）
正
月
付
「
俊
海
西
南
院
譲
状
」（
第
六
一
号
）、
以
上
の
四
通
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
譲
状
で
は
、
①
と
②
が
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
院
宣
古

遺
状
古
証
文
等
写
」（「
続
真
言
宗
全
書
」
第
三
五
巻
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
③

と
④
は
本
稿
に
て
最
初
に
紹
介
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
世
後
期
に
お
け

る
西
南
院
の
相
伝
過
程
に
つ
い
て
、
不
可
欠
の
史
料
と
い
え
る
。

　

ま
ず
、
①
～
③
に
よ
れ
ば
、
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
二
月
、
栄
光
房
良
憲
（
第

二
十
世
）
が
性
善
房
忠
海
（
第
二
十
二
世
）
に
対
し
て
、
二
百
貫
文
で
西
南
院
を
売

り
渡
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
②
に
「
此
院
家
代
々
相

続
之
遣
跡
也
、
然
良
憲
栄
光
房
、
就
二
無
力
一、
弐
佰
貫
文
、
以
二
由
緒
一、
性
善
房
忠

海
被
二
売
渡
一
処
、
明
鏡
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
院
主
で
あ
っ
た
良
憲
が
経
済
的

に
窮
迫
し
て
い
た
事
情
が
推
知
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
④
に
よ
れ
ば
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
正
月
に
、
俊
海
（
第
二
十
四
世
）

が
栄
円
房
観
寿
に
西
南
院
を
譲
っ
て
い
る
が
、
西
南
院
の
沿
革
を
ま
と
め
た
『
金
剛

峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」
で
は
、
こ
の
相
伝
に
触
れ
て
い
な
い
。

お
そ
ら
く
、『
析
負
輯
』
が
編
纂
さ
れ
た
近
世
後
期
の
段
階
で
、
④
の
存
在
が
見
落

と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
析
負
輯
』
は
、
俊
海
の
入
滅
年
時
を
永
禄
五

年
十
一
月
一
日
と
す
る
が
、
④
の
年
月
か
ら
訂
正
を
要
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
析
負
輯
』
の
伝
え
る
西
南
院
相
伝
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
ま
ま

史
実
の
遺
漏
や
錯
誤
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
第
五
巻
所
収
の
譲
状
に
も
と
づ
い
て
補

訂
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
五
巻
に
お
け
る
西
南
院
関
係
文
書
で
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
八
月
四
日

付
「
宥
賢
書
状
」（
第
六
七
号
）
も
注
目
す
べ
き
内
容
を
持
つ
。
こ
れ
は
、
北
室
院

の
宥
賢
が
、
淡
路
国
か
ら
高
野
山
に
登
っ
た
西
南
院
の
壇
方
衆
に
つ
い
て
、
西
南
院

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

史
料
紹
介重

要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
五
巻
・
第
六
巻
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『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部 

巻
之
十
二 

寺
家
之
二
「
西
院
谷
堂
社
院
家
」

の
西
南
院
の
項
に
よ
れ
ば
、
近
世
に
お
け
る
西
南
院
の
末
寺
に
「
淡
州
三
十
六
院
」

が
あ
り
、
西
南
院
が
淡
路
の
所
縁
坊
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な

事
情
か
ら
、
西
南
院
の
院
主
に
は
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
入
滅
し
た
政
旻
（
第

二
十
九
世
）
以
降
、
淡
路
出
身
者
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
淡
路
か
ら
西
南
院
を
頼
っ

て
高
野
山
に
登
り
、
灌
頂
入
壇
あ
る
い
は
交
衆
す
る
真
言
僧
も
多
か
っ
た
。

　

右
の
「
宥
賢
書
状
」
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
段
階
で
、
す
で
に
西
南
院

と
淡
路
の
間
で
檀
縁
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
事
実
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
興
味
が

ひ
か
れ
る
。
西
南
院
と
淡
路
の
関
係
が
、
い
つ
頃
か
ら
結
ば
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、「
宥
賢
書
状
」
の
年
代
を
少
し
遡
る
戦
国
期
あ
た
り
と
考
え
て
も
不
都

合
で
は
な
か
ろ
う
。

　

第
五
巻
で
は
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
七
月
二
日
付
「
高
野
山
西
院
来
迎
堂
尊

像
修
復
供
養
願
文
」（
第
六
三
号
）
も
見
逃
せ
な
い
。
高
野
山
西
院
谷
の
来
迎
堂
は
、

も
と
も
と
西
南
院
と
一
体
で
あ
っ
た
平
等
心
院
の
一
堂
宇
に
由
来
し
た
よ
う
だ
が
、

文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
成
立
の
『
高
野
山
諸
院
家
帳
』
に
「
集
堂
号
二

来
迎
院
一。
本
寺
坊
小
法

師
原
合
力
建
立
。
同
。　

」

と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
室
町
中
期
に
は
高
野
山
一
山
の
惣
堂
と
い
う
性
格
を

帯
び
て
い
た
。そ
の
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、脇
士
は
不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
で
あ
っ

た
（
以
上
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部 

巻
之
十
二 

寺
家
之
二
「
西
院
谷
堂

社
院
家
」
の
来
迎
堂
の
項
）。

　

右
の
願
文
は
、
い
さ
さ
か
文
飾
過
多
の
印
象
を
受
け
る
が
、
来
迎
堂
が
火
災
の
難

に
遭
い
、
尊
像
も
破
損
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
の
ち
に
尊
像
が
修
復
・
供
養
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

　

く
だ
ん
の
火
災
は
、
永
正
十
八
年
（
大
永
元
年
、
一
五
二
一
）
二
月
十
二
日
に
、

高
野
山
全
山
を
覆
っ
た
大
火
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
高
野
山
焼
失
記
』（
群
書
類

従
釈
家
部
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
お
り
の
火
元
は
西
院
谷
の
福
智
院
で
あ
り
、
そ
の
火

が
来
迎
堂
に
移
っ
た
と
い
う
。
灰
燼
に
帰
し
た
来
迎
堂
は
、
や
が
て
大
永
七
年
（
一

五
二
七
）
六
月
に
修
理
の
た
め
の
勧
進
が
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の
勧
進
の
結
末
に
つ

い
て
は
、
従
来
詳
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
願
文
に
よ
れ
ば
、
半
世
紀
を
経

た
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
、
よ
う
や
く
尊
像
の
修
復
と
供
養
が
行
な
わ
れ
た
よ

う
で
あ
り
、
来
迎
堂
の
復
興
に
至
る
ま
で
、
長
い
歳
月
を
要
し
た
史
実
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

次
に
、
第
六
巻
は
、
江
戸
初
期
の
文
書
十
四
通
を
収
め
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
内

容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
深
鏡
房
応
宣
（
西
南
院
第
二
十
六
世
）・
深
識
房
秀
弁
（
西

南
院
第
二
十
七
世
）・
長
深
房
良
尊
（
西
南
院
第
二
十
八
世
）
に
関
係
す
る
文
書
が

中
核
を
な
す
。

　

ま
ず
、
西
南
院
の
相
伝
に
つ
い
て
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
十
二
月
九
日
付

「
応
宣
書
状
」（
第
六
八
号
）
と
、
慶
長
八
年
十
一
月
十
六
日
付
「
応
宣
西
南
院
預
状
」

（
第
七
二
号
）
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
応
宣
か
ら
秀
弁
に
宛
て
ら
れ
た
文
書

で
あ
る
。

　

病
身
で
あ
っ
た
応
宣
は
、
慶
長
七
年
十
二
月
の
「
書
状
」
で
、
西
南
院
の
維
持
に

不
安
を
吐
露
し
、
明
春
に
西
南
院
を
譲
与
す
る
こ
と
を
秀
弁
に
約
束
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
約
束
は
果
た
さ
れ
ず
、
よ
う
や
く
慶
長
八
年
十
一
月
に
な
っ
て
、
応
宣

は
秀
弁
に
西
南
院
を
預
け
た
。
こ
の
折
の
「
預
状
」
に
お
い
て
、
応
宣
は
自
身
の
病

状
を
か
こ
ち
つ
つ
、「
諸
事
頗
非
二
本
意
一
」
と
述
べ
、
先
師
宣
宥
よ
り
伝
え
ら
れ
た

「
院
家
諸
壇
那
并

世
出
世
之
道
具
」
を
秀
弁
に
預
け
置
く
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
応
宣
と
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
秀
弁
に
西
南
院
を
譲
与
す
る
つ
も
り
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
預
状
」
に
「
互
存
命
不
ニ
モ
候
得
共
、
廿
ケ
年
之
後
者
、

此
方
江

可
二
返
給
一
者
也
」
と
付
記
し
て
、
二
十
年
後
の
院
家
返
還
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
翌
年
の
慶
長
九
年
十
月
五
日
に
、
応
宣
は
入
滅
し
た
（『
金
剛
峯
寺
諸
院

家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」）。
結
局
、
秀
弁
に
よ
る
院
家
相
伝
が
実
現
し
た

の
で
あ
る
。

　
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」
に
よ
れ
ば
、
西
南
院
を
相

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

〔
間
脱
カ
〕

〔
定
脱
カ
〕
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伝
し
た
秀
弁
は
、「
一
時
ノ

英
才
」と
称
さ
れ
、徳
川
家
康
の
命
に
よ
っ
て
、駿
府
城
・

江
戸
城
で
開
催
さ
れ
た
真
言
論
義
に
参
仕
し
、
そ
の
賞
と
し
て
時
服
・
黄
金
を
賜
っ

て
い
る
。ま
た
、秀
弁
は
、西
南
院
の
主
殿
・
坊
舎
の
再
建
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
か
ら
、

西
南
院
の
「
中
興
」
と
ま
で
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
わ
っ
て
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
八
月
十
一
日
付
「
秀
弁
銀
子
借

用
証
文
」（
第
七
四
号
）
は
、
秀
弁
に
よ
る
西
南
院
経
営
の
内
情
を
示
す
も
の
と
し

て
興
味
深
い
。
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
秀
弁
は
、
豊
後
岡
藩
主
・
中
川
久
盛
（
西
南

院
の
施
主
）
の
老
職
で
あ
っ
た
中
川
大
隅
守
資
政
よ
り
、
銀
子
六
貫
目
を
借
用
し
て

い
る
。
こ
の
借
銀
の
目
的
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
析
負
輯
』
に
記
さ
れ
た
主
殿
・
坊

舎
の
再
建
事
業
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、秀
弁
に
よ
る
借
銀
返
済
は
、決
し
て
順
調
で
は
な
か
っ
た
。「
借
用
証
文
」

の
「
六
貫
目
」
と
い
う
箇
所
に
は
、
別
人
に
よ
っ
て
、「
内
弐
貫
六
百
目
、
元
和
元

年
八
月
廿
九
日
、
大
隅
殿
之
御
使
茂
兵
衛
殿
渡
也
。
残
三
貫
四
百
文
預
り
也
」
と
い

う
追
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
八
月
二
十
九

日
に
、
秀
弁
の
借
用
し
た
六
貫
目
の
う
ち
、
二
貫
六
百
目
が
返
済
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

実
は
こ
の
直
前
の
七
月
二
十
二
日
に
、
秀
弁
は
す
で
に
他
界
し
て
い
た
（『
金
剛
峯

寺
諸
院
家
析
負
輯
』巻
六「
先
師
歴
代
写
」）。本
文
書
の
全
面
が
、「
×
」記
号
に
よ
っ

て
毀
破
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
六
貫
目
の
借
銀
は
完
済
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
秀
弁
の
死
後
ま
も
な
く
西
南
院
に
入
っ
た
新
院
主
良
尊
と
、
そ

の
次
の
院
主
政
旻
ら
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
第
六
巻
で
良
尊
に
関
わ
る
文
書
と
し
て
、「
良
尊
法
印
叙
任
覚
書
」（
第
七

八
号
）、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
三
月
二
十
一
日
付
「
仁
和
寺
宮
覚
深
法
親
王

令
旨
」（
第
八
〇
号
）、
慶
長
十
九
年
四
月
十
五
日
付
「
江
戸
幕
府
伝
馬
手
形
」（
第

八
一
号
）
が
あ
る
。

　

右
の
文
書
の
う
ち
、
前
の
二
点
は
良
尊
が
仁
和
寺
御
室
よ
り
法
印
を
許
さ
れ
た
こ

と
に
関
わ
る
。
と
く
に
、「
令
旨
」
に
は
「
法
印
御
免
許
之
事
、
令
二
披
露
一
候
処
、

雖
レ
不
レ
為
二
年
齢
相
当
一、
依
二
抜
群
智
才
一、不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
」と
あ
り
、良
尊
が
、

そ
の
卓
越
し
た
器
量
に
よ
っ
て
、
年
齢
不
足
に
も
拘
わ
ら
ず
法
印
と
な
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
、
興
味
深
い
。

　

良
尊
が
徳
川
家
康
の
知
遇
を
受
け
て
西
南
院
に
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
先

に
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
一
巻
～
第
三
巻
」
の
解
題
で
も
触
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、「
江
戸
幕
府
伝
馬
手
形
」
は
こ
れ
に
関
係
す
る
文
書
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
二
月
、
徳
川
家
康
は
、
高
野
山
の
学
侶
十
三
名

に
命
じ
て
、
駿
府
城
で
真
言
論
議
を
行
な
わ
せ
た
。
や
が
て
三
月
二
十
四
日
に
江
戸

に
入
っ
た
学
侶
の
一
行
は
、
翌
二
十
五
日
に
将
軍
徳
川
秀
忠
に
拝
謁
し
て
、
二
十
八

日
か
ら
江
戸
城
で
も
真
言
論
議
を
行
な
っ
て
い
る（
以
上
、『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』）。

　

こ
の
駿
府
・
江
戸
へ
の
参
向
に
つ
い
て
は
、
学
侶
の
一
人
で
あ
る
良
尊
の
自
筆
日

記
（
西
南
院
寺
蔵
文
書
第
四
函
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
学
侶
の

一
行
は
四
月
十
四
日
に
徳
川
秀
忠
に
暇
乞
い
を
し
、
翌
十
五
日
に
江
戸
を
出
立
し
て

神
奈
河
宿
に
向
か
っ
て
い
る
。
右
の
「
伝
馬
手
形
」
は
、
ま
さ
し
く
江
戸
を
出
立
す

る
良
尊
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
交
通
史
上
、
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
第
六
巻
に
は
、
西
南
院
の
寺
史
に
直
接
関
係
し
な
い
文
書
も
若
干
含
ま
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
正
月
十
一
日
付
「
金
剛
峯
寺
小

集
会
衆
連
署
事
書
」（
第
七
五
号
）は
、貴
重
な
史
料
的
価
値
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
事
書
」
は
、
前
年
の
慶
長
十
四
年
八
月
二
十
八
日
に
、
徳
川
家
康
が
高
野

山
に
下
し
た
法
度
（『
諸
法
度
』
巻
一
）
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
法
度
は
、
家
康
の

信
任
を
得
て
い
た
高
野
山
の
遍
照
光
院
頼
慶
が
、
古
義
真
言
宗
の
実
権
を
掌
握
す
べ

く
、
家
康
に
勧
め
て
出
さ
せ
た
も
の
で
、

①�

「
上
通
之
古
跡
」（
三
十
五
石
以
上
の
由
緒
あ
る
学
侶
院
家
）
は
、
学
問
次
第

で
相
続
す
べ
き
こ
と
。

②�

宝
性
院
（
宝
門
）・
無
量
寿
院
（
寿
門
）
の
両
門
に
属
す
る
二
十
箇
所
の
「
名

室
」
は
、「
碩
学
」
が
相
続
す
べ
き
こ
と
。

（
６
）

（
７
）

（
中
川
資
政
）

（
橋
本
長
治
）

（
８
）
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③�

宝
性
院
・
無
量
寿
院
の
住
持
は
、
必
ず
「
碩
学
」
の
中
か
ら
器
量
の
あ
る
人

物
を
選
ん
で
補
任
す
べ
き
こ
と
。

以
上
の
三
箇
条
よ
り
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
高
野
山
側
は
、
翌
慶
長
十
五
年
正
月
十
一
日
に
、
評
定
衆
十
八

名
と
学
者
衆
二
十
九
名
が
連
署
し
た
請
文
を
、
本
多
正
純
・
板
倉
勝
重
・
円
光
寺
元

詰
ら
に
提
出
し
、
法
度
の
遵
守
に
つ
い
て
誓
約
し
た
（『
大
日
本
古
文
書 

高
野
山
文

書
』
第
八
巻
第
一
七
六
九
号
）。
そ
の
同
日
に
、
評
定
衆
か
ら
山
内
の
小
集
会
衆
に

列
な
る
八
つ
の
院
家
に
発
給
さ
れ
た
の
が
「
事
書
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
度
に

従
っ
て
学
侶
と
し
て
学
問
に
励
む
こ
と
を
命
ず
る
ほ
か
、
四
十
歳
以
上
で
学
問
に
未

熟
な
僧
を
院
主
の
座
か
ら
下
ろ
す
こ
と
を
定
め
、
必
ず
「
学
者
」
の
僧
に
院
家
の
名

跡
を
継
が
せ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
「
事
書
」
の
末
尾
に
、
小
集
会
衆
の

院
主
ら
は
判
形
を
加
え
て
、
同
意
を
示
し
た
。

　
「
事
書
」
へ
の
連
署
を
迫
ら
れ
た
小
集
会
衆
は
、
金
剛
峯
寺
の
中
枢
に
位
置
し
た

合
議
組
織
で
あ
り
、
十
五
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
特
定
の
院
家
集
団
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
院
家
の
僧
侶
に
は
高
野
山
領
の
豪
族
出
身

者
が
多
く
、
と
く
に
畠
山
氏
（
紀
伊
守
護
）
や
丹
生
屋
氏
（
紀
伊
粉
河
の
豪
族
）
の

一
族
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
人
物
が
目
立
つ
。
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
て
、
小

集
会
衆
は
、
山
上
・
山
下
に
お
い
て
大
き
な
力
を
振
る
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
七
月
に
、
豊
臣
秀
吉
の
外
護
を
受
け
て

い
た
木
食
応
其
が
、
宝
性
院
・
無
量
寿
院
の
両
門
か
ら
衆
中
契
約
（
寺
院
法
）
の
故

事
に
通
じ
た
学
侶
十
五
、
六
人
を
選
ん
で
集
議
衆
（
評
定
衆
と
も
）
を
発
足
さ
せ
る

と
、
小
集
会
衆
の
優
位
性
は
次
第
に
弱
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
趨
勢

を
よ
り
決
定
的
に
し
た
の
が
、
徳
川
家
康
の
法
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的

背
景
を
踏
ま
え
て
見
た
と
き
、「
事
書
」
に
示
さ
れ
た
小
集
会
衆
の
連
署
は
、
江
戸

幕
府
に
対
す
る
屈
服
の
一
象
徴
に
他
な
ら
ず
、
高
野
山
の
近
世
化
を
如
実
に
物
語
る

も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

以
上
、
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
五
巻
と
第
六
巻
の
主
要
な
文
書
に
焦
点

を
当
て
て
、
若
干
の
考
察
も
交
え
な
が
ら
解
説
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
群
が
、

今
後
の
高
野
山
史
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注（
１
）　

な
お
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
四
月
日
付
「
良
深
某
院
譲
状
」（
第
六
二
号
）
に

よ
れ
ば
、
良
深
が
教
算
に
「
院
家
」
を
譲
っ
て
い
る
。
こ
の
「
院
家
」
が
西
南
院
を

指
す
な
ら
ば
、
こ
の
折
の
相
承
も
、『
析
負
輯
』
に
漏
れ
た
事
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）　

近
世
に
お
け
る
西
南
院
と
淡
路
国
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
浅
井
證
善
『
別
所
栄
厳

和
上
伝
』
第
三
章
（
東
方
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
３
）　

日
野
西
真
定
編
・
著
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
』（
清
栄
社
、
一
九
八
三
年
）
所
収
。

（
４
）　

な
お
、
来
迎
堂
に
つ
い
て
は
、
藤
川
昌
樹
「
中
・
近
世
高
野
山
に
お
け
る
「
谷
」

の
構
成
と
変
遷
」（
関
口
欣
也
先
生
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
建
築
史
の
空
間
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
九
年
）
が
言
及
し
て
い
る
。

（
５
）　
「
高
野
山
西
院
来
迎
堂
勧
進
帳
」（
高
野
山
史
編
纂
所
［
中
田
法
寿
］
編
『
高
野
山

文
書
』
第
七
巻
、
興
山
寺
文
書
第
一
六
一
号
）。
な
お
、
本
文
書
は
、
大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
六
月
の
年
紀
を
有
す
る
が
、
馬
部
隆
弘
「
細
川
晴
国
・
氏
綱
の
出
自

と
関
係
」（『
戦
国
期
細
川
権
力
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
。
初
出

二
〇
一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
実
、
一
種
の
合
成
文
書
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ま
ず
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
一
）
の
中
頃
か
ら
、
来
迎
堂
再
建
と
は
異
な
る
勧

進
の
た
め
に
署
判
が
順
番
に
調
え
ら
れ
、
後
に
大
永
七
年
に
来
迎
堂
再
建
の
勧
進
が

開
始
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
そ
の
趣
旨
を
述
べ
る
本
文
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

い
ま
文
書
名
に
つ
い
て
も
、
馬
部
論
文
に
従
っ
た
。

（
６
）　

秀
弁
の
駿
府
参
向
に
つ
い
て
は
、『
駿
府
記
』
慶
長
十
九
年
三
月
十
四
日
条
・
四
月

二
十
日
条
、『
多
聞
院
良
尊
日
記
』
慶
長
十
九
年
三
月
一
日
条
（
西
南
院
寺
蔵
文
書
第

四
函
）
に
所
見
が
あ
る
。

（
７
）　

中
川
大
隅
守
資
政
は
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
隠
居
し
て
い
る
（『
中
川
氏

御
年
譜
』
第
四
）。

（
８
）　

こ
の
「
伝
馬
手
形
」
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
相
田
二
郎
「
徳
川
氏
の
人
馬
手
形
の

（
９
）（

10
）

（
11
）
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印
判
」（『
相
田
二
郎
著
作
集
』第
二
巻 

戦
国
大
名
の
印
章
、名
著
出
版
、一
九
七
六
年
。

初
出
一
九
三
四
年
）
三
四
七
～
三
四
八
頁
に
言
及
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
伝
馬

無
相
違
可
出
者
也
」
の
九
字
を
印
文
と
す
る
割
印
（
三
字
宛
三
行
）
の
う
ち
、
大
御

所
徳
川
家
康
が
右
半
を
、
将
軍
徳
川
秀
忠
が
左
半
を
用
い
た
事
実
を
示
唆
す
る
も
の

と
し
て
重
視
し
て
い
る
。

（
９
）　

家
康
の
法
度
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
六
、
慶
長
十
四
年
八
月

二
十
八
日
条
、『
宗
教
制
度
調
査
資
料
』
第
十
六
輯 

江
戸
時
代
宗
教
法
令
集
（
文
部

省
宗
教
局
、
一
九
二
五
年
）
に
関
係
史
料
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
辻
善
之
助
『
日
本

仏
教
史
』
第
八
巻 

近
世
篇
之
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）
一
八
六
～
二
〇
五
頁
、

中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
下
巻
之
一
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
〇
年
）

五
八
七
～
五
九
二
頁
、林
晃
弘「
慶
長
期
に
お
け
る
徳
川
家
康
の
寺
院
政
策
」（『
史
林
』

第
九
五
巻
第
五
号
、
二
〇
一
二
年
）
四
七
～
四
九
頁
が
参
考
と
な
る
。

（
10
）　

小
集
会
衆
に
つ
い
て
は
、
和
多
昭
夫
（
秀
乘
）「
中
世
高
野
山
の
僧
侶
集
会
制
度
」

（『
密
教
文
化
』
第
四
五
・
四
六
号
、
一
九
五
九
年
）、
同
「
木
食
応
其
考
」（『
密
教

文
化
』
第
五
五
号
・
第
六
一
号
、
一
九
六
一
～
六
二
年
）、
同
「
中
世
高
野
山
教
団
の

組
織
と
伝
道
」（
日
本
宗
教
史
研
究
会
編
『
日
本
宗
教
史
研
究
』
一 

組
織
と
伝
道
、

法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
）、
熊
谷
賢
「
中
世
高
野
山
に
お
け
る
「
諸
衆
」
評
定
の
展
開
」

（『
高
野
山
史
研
究
』
第
五
号
、
一
九
九
四
年
）、
中
村
直
人
「
中
世
後
期
金
剛
峯
寺

の
権
力
構
造
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
一
七
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
11
）　

前
注
和
多
「
木
食
応
其
考
」
八
六
～
九
一
頁
参
照
。

 

（
文
責
・
坂
口
）

〔
付
記
〕
本
研
究
に
御
協
力
い
た
だ
き
、『
西
南
院
文
書
』
の
翻
刻
・
図
版
掲
載
を
御
許
可

く
だ
さ
っ
た
、
和
田
友
伸
師
（
西
南
院
上
綱
）
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
原

本
調
査
に
御
高
配
を
賜
っ
た
高
野
山
霊
宝
館
、
調
査
・
撮
影
に
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
渡

邉
正
男
・
山
家
浩
樹
・
末
柄
豊
・
木
村
真
美
子
の
諸
先
生
に
も
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
。

　
　

な
お
、
本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
一

般
共
同
研
究
「
高
野
山
西
南
院
文
書
の
調
査
・
研
究
︱
高
野
山
伝
来
史
料
の
研
究
資
源

化
に
む
け
て
︱
」（
二
〇
一
八
・
一
九
年
度
）、「
高
野
山
伝
来
聖
教
奥
書
集
成
に
む
け
て

の
調
査･

研
究
︱
平
安
・
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
て
︱
」（
二
〇
二
〇
・
二
一
年
度
）、「
高

野
山
子
院
伝
来
資
料
の
分
野
横
断
的
研
究
︱
金
剛
三
昧
院
・
西
南
院
を
中
心
に
︱
」

（
二
〇
二
二
年
度
）
な
ど
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
翻
　
刻
】

〔
凡
例
〕

一
、
本
稿
は
、
高
野
山
西
南
院
に
伝
来
し
た
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書　

十
一
巻
』

の
う
ち
、
第
五
巻
と
第
六
巻
に
収
め
ら
れ
た
文
書
二
七
点
を
翻
刻
し
た
も
の
で

あ
る
。
文
書
番
号
は
、
坂
口
太
郎
・
藤
本
孝
一
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』

第
四
巻
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
二
号
、
二
〇
二
二
年
。

以
下
「
前
稿
」）
を
う
け
る
。

一
、
翻
刻
は
、
高
野
山
霊
宝
館
に
寄
託
中
の
原
本
お
よ
び
そ
の
画
像
に
よ
っ
て
行

な
っ
た
が
、
第
六
巻
は
焼
損
が
あ
る
た
め
、
焼
損
発
生
以
前
に
撮
影
さ
れ
た
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
参
照
し
た
。

一
、
花
押
・
花
押
影
・
筆
軸
印
な
ど
は
、
本
文
の
相
当
箇
所
に
（
花
押
）
の
よ
う
に

記
し
、
稿
末
に
花
押
集
と
し
て
掲
げ
た
。
花
押
集
に
お
け
る
番
号
は
、
前
稿
を

う
け
る
。

一
、
字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
が
、
一
部
の
異
体
字
・
略
体
字
に

つ
い
て
は
残
し
た
。

一
、
改
行
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
し
、
紙
継
目
は
」
記
号
を
以
て
示
し
た
。

一
、
本
文
に
は
、
読
点
（
、）・
並
列
点
（
・
）
を
付
し
、
く
り
か
え
し
記
号
は
「
々
」

「
〳
〵
」
を
以
て
示
し
た
。

一
、
文
字
が
磨
滅
・
虫
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は
、
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□

記
号
で
示
し
た
。
ま
た
、
文
字
の
上
に
重
ね
て
別
の
文
字
を
書
い
た
箇
所
は
、

後
に
書
か
れ
た
文
字
の
左
傍
に
傍
点
を
付
し
、
訂
正
前
の
文
字
を
右
傍
の
〔　

〕

記
号
の
中
に
×
を
冠
し
て
注
し
た
。
な
お
、
判
読
不
能
の
文
字
は
、

記
号
で
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示
し
た
。

一
、
本
文
以
外
の
部
分
は
、「　

」
で
括
り
、
そ
の
位
置
に
従
っ
て
（
端
裏
書
）（
包

紙
ウ
ハ
書
）
な
ど
と
傍
注
を
付
し
た
。
裏
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
位
置
に
も
っ

と
も
近
い
本
文
の
文
字
に
＊
記
号
を
付
し
、
本
文
の
末
尾
に
示
し
た
。

一
、
編
者
が
加
え
た
傍
注
で
、
文
字
に
関
わ
る
も
の
は
〔　

〕
記
号
、
参
考
・
説
明

に
わ
た
る
も
の
は
（　

）
記
号
を
以
て
示
し
た
。

一
、
文
書
の
内
容
に
関
し
て
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
按
文
を

付
し
、
文
頭
に
○
記
号
を
加
え
て
本
文
と
区
別
し
た
。

〔
西
南
院
文
書
〕
第
五
巻

　
五
五
　
良
憲
西
南
院
譲
状　
　
　
　
　
　
縦
二
九
・
七
糎

横
五
一
・
五
糎

「
西
南
院
譲
状
」

譲
渡　

西
南
院
之
院
家
并

院
領
之
事

右
、
以
彼
院
家
、
入
寺
忠
海
性
善
房
仁
、

限
永
代
譲
渡
之
処
、
実
也
、
為
先
師

俊
善
法
印
之
御
遺
跡
之
間
、
其
方　

以

由
緒
之
儀
、
如
此
申
合
上
者
、
無
等
閑
、

可
被
致
院
家
之
紹
隆
、
弔
先
徳

之
菩
提
事
、
可
為
肝
要
者
也
、
依
而
、

為
後
日
、
支
証
之
状
、
如
件
、

　

永
正
十
一
年

甲4戌4
二
月
廿
六
日　

良
憲
（
花
押
37
）

「
弐
百
貫
文
」

　

○�

干
支
は
、
前
年
の
干
支
で
あ
る
「
癸
酉
」
を
書
き
直
し
て
い
る
が
、
正
文
と
判

断
し
た
。
栄
光
房
良
憲
は
西
南
院
第
二
十
世
、
性
善
房
忠
海
は
西
南
院
第
二
十

二
世
（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」）。

　
五
六
　
金
剛
峯
寺
権
律
師
補
任
状　

本
紙
縦
三
三
・
八
糎

横
四
五
・
六
糎　

包
紙
縦
三
三
・
七
糎

横
四
・
七
糎　

「
補
任　
　
　
　
『
良
任
補
任
也
』」

高
野
山　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　

大
法
師
良
任

謹
考
旧
貫
、
当
寺
勤　

御
願
、

敢
無
徧
党
者
、

天
恩
、
早
件
良
任
大
法
師
、
被
任

権
律
師
、
為　

御
勅
願
、
謹
充

処
分
焉
、

　

永
正
十
五
戊寅

秊
八
月
一
日

検
校
執
行
法
印
大
和
尚
位
秀
存
（
花
押
38
）

　
五
七
　
忠
海
西
南
院
譲
状　
　
　
　
　
　
縦
二
九
・
八
糎

横
四
〇
・
三
糎

「
譲
状　

二
十
一　
　
　

忠
海
」

譲
渡
西
南
院
々
家
・
院
領
事

合
堂
・
護
摩
堂

二
宇
、

敷
地
等
山
内
、
在
本
券
、

道
具
等
・
聖
教
事
教
・
灌
頂
道
具
・
絵
本
尊
、
悉
皆
一
切
物
、
不
可
漏
残
事
、

右
、
此
院
家
代
々
相
続
之
遣
跡
也
、
然
良
憲
栄
光
房
、

就
無
力
、
弐
佰
貫
文
、
以
由
緒
、
性
善
房
忠
海
被
渡

処
、
明
鏡
也
、
然
間
、
一
世
之
後
者
、
俊
相
房
重
泉
ニ

譲
置
処
也
、
聊
無
相
違
、
永
代
致
紹
隆
、
代
々

（
端
裏
書
）

＊

（
ア
キ
マ
マ
）

〔
×
癸
〕

〔
×
酉
〕

（
＊
裏
書
）

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

（
別
筆
）

（
端
裏
書
）

（
後
筆
）「
売
」
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先
師
可
奉
祈
菩
提
事
、
肝
要
也
、
背
此
旨
、

就
院
領
・
道
具
等
、
令
失
逐
者
、
可
院
家
退
転
者
也
、

守
堅
此
旨
、
永
代
可
相
続
之
儀
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

性
善
房

　

永
正
十
五
年
辛未

八
月
十
二
日　

忠
海
（
花
押
39
）

　

重
泉

　

○�

性
善
房
忠
海
は
西
南
院
第
二
十
二
世
、
俊
相
房
重
泉
は
西
南
院
第
二
十
三
世

（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」）。
忠
海
は
、
本
文
書
を

作
成
し
た
九
日
後
に
も
、「
院
家
・
道
具
等
」
に
関
す
る
譲
状
を
し
た
た
め
て

い
る
（
五
八
号
）。

　
五
八
　
忠
海
西
南
院
譲
状　
　
　
　
　
　
縦
三
一
・
六
糎

横
二
七
・
四
糎

「
重
書　
　
　

忠
海
第
廿
」

　

西
南
院
々
家
事

右
、
院
家
・
道
具
等
、
悉
皆
以
由
緒
、

弐
佰
貫
文
ニ

栄
光
房
よ
り
買

徳
処
、
明
鏡
也
、
以
此
旨
、
堅
知
行

可
有
者
也
、
巨
細
為
令
存
知
、
重
而

一
筆
書
置
処
也
、

　

永
正
十
五
年
辛未

八
月
廿
一
日　

忠
海
（
花
押
40
）

　
　
重
泉

俊
相
房

　

○
五
七
号
「
忠
海
譲
状
」
か
ら
九
日
後
に
作
成
さ
れ
た
譲
状
。

　
五
九
　
金
剛
峯
寺
権
少
僧
都
補
任
状　
　
　

本
紙
縦
三
三
・
八
糎

横
四
五
・
六
糎　

包
紙
縦
三
三
・
七
糎

横
四
・
八
糎　

「
補
任
」

高
野
山　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　

律
師
良
任

謹
考
旧
貫
、
当
寺
勤　

御
願
、

敢
無
徧
党
者
、

天
恩
、
早
件
良
任
律
師
、
被
任

権
少
僧
都
、
為　

御
勅
願
、
謹
充

処
分
焉
、

　

永
正
拾
伍
戊寅

秊
八
月
廿
八
日

検
校
執
行
法
印
大
和
尚
位
秀
存
（
花
押
41
）

　
六
〇
　
金
剛
峯
寺
権
大
僧
都
補
任
状　
　
　
　
　
　
縦
三
四
・
〇
糎

横
四
五
・
五
糎

高
野
山　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　

少
僧
都
良
任

謹
考
旧
貫
、
当
寺
勤　

御
願
、

敢
無
徧
党
者
、

天
恩
、
早
件
良
任
少
僧
都
、
被
任

権
大
僧
都
、
為　

御
勅
願
、
謹
充

処
分
焉
、

　

永
正
拾
伍
戊寅

秊
九
月
十
六
日

検
校
執
行
法
印
大
和
尚
位
秀
存
（
花
押
42
）

〔
墜
カ
〕

（
端
裏
書
）

（
良
憲
）

（
包
紙
ウ
ハ
書
）
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六
一
　
俊
海
西
南
院
譲
状　
　
　

本
紙
縦
三
一
・
二
糎

横
五
一
・
八
糎　

包
紙
縦
三
三
・
八
糎

横
六
・
一
糎　

「
譲
状　
　
　
　
　
　

俊
海
」

「
俊
海
之　

重
モ
ノ

用
不
如
何
」

譲
渡
西
南
院
々
家
・
院
領
事

合
堂
・
護
广
堂
・
灌
頂
堂
・
敷
地
・
内
山
・
細
川
・

世
間
出
世
道
具
・
事
教
聖
教
・
絵
本
尊
等
、　　
　

右
、
此
院
家
ハ
、

従
大
進
律
師
御
房
、
類
代
之

旧
跡
也
、
然
近
代
者
、
従
俊
善
法
印
、
代
々

香
煙
、
于
今
無
退
転
古
跡
也
、
然
今
、
俄
観
寿

栄
円
房
へ

譲
置
所
也
、
若
望
俗
家
、
無
学
文
ハ

院
家
退
転
之
基
也
、
殊
更
俗
家
仁

引
、
院
領
・

院
職
、
少
も
令
遂
失
者
、
且
ハ

大
師
・
明
神
、
御

⃝

代
々
先
徳
御
罰
、
可
遂
者
也
、
仍
後
日

支
証
如
件
、

　

永
禄
九
年
正
月　

俊
海
（
花
押
43
）

　
　
　
　

舜
海

　

○�

俊
海
は
西
南
院
第
二
十
四
世
で
、
丹
波
国
丸
岡
山
不
動
院
一
世
で
も
あ
っ
た

（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」）。
本
文
書
に
つ
い
て
は
、

本
稿
の
「
解
題
」
参
照
。

　
六
二
　
良
深
某
院
譲
状　
　
　
　
　
　
縦
三
一
・
九
糎

横
四
七
・
一
糎

　

永
代
譲
申
院
家
之
事

　
　

合
壹
宇
者
、

右
、
先
師
譲
状
之
旨
ニ

任
者
也
、

則
先
之
俊
海
一
筆
相
副
置

処
、
明
白
也
、
我
等
若
年
ニ

候
へ
共
、

摂
州
神
咒
寺
江

上
下
仕
候
ニ

付
、

自
然
之
時
之
覚
悟
也
、
此
旨
ニ

任
、

可
有
御
理
者
也
、
仍
如
件
、

甲戌
天
正
参
年
卯
月
日　

良
深
（
花
押
44
）

　
　

教
算

　

○�

天
正
三
年
の
干
支
は
乙
亥
で
あ
る
の
で
、
本
文
書
の
干
支
は
追
筆
の
際
の
誤
記

か
。

　
六
三
　
高
野
山
西
院
来
迎
堂
尊
像
修
復
供
養
願
文　
　
　
　
　
　
縦
三
三
・
八
糎

横
五
〇
・
九
糎

　

奉
摧
破
尊
像
帰
本
願
文

竊
以
、
方
便
者
、
苦
海
之
筏
、
究
竟
者
、
□
□

之
船
、
伺
厥
元
始
、
有
因
縁
、
金
烏
飛
空
、
破
□
□

之
暗
、
玉
兎
走
漢
、
隠
四
海
之
雲
、
於
是
、
運
尽

時
到
、
南
山
西
院
宅
室
、
火
蛇
来
、
過
半
呑
去
、

此
砌
、
洒
弥
陀
智
水
、
資
来
迎
堂
、
雖
然
、
暴
風
頻

吹
、
騒
動
之
族
入
内
陳
、
尊
像
毎
手
擎
大
衆
、
抅
惜

懇
篤
、
悲
涙
余
袂
、
倩
案
此
理
、
摧
砕
者
、
帰
本
為

結
縁
、
豈
可
歎
乎
、
因
茲
、
請
徒
僧
、
伸
法
筵
、
鳴
供

養
一
磬
、
夫
功
徳
四
種
之
花
、
翻
西
方
雲
間
、
慈

悲
三
明
月
、
澄
東
流
之
河
水
、
加
之
、
微
妙
正
法
之

春
鶯
、
翥
三
密
囿
、
廓
然
大
悟
秋
鶴
、
極
八
識

田
、
十
万
億
土
不
遠
教
、
洗
衆
生
無
量
之
耳
、
四
十

八
願
甚
深
志
、
満
福
智
無
辺
心
、
伏
願
、
本
尊
応
不

退
名
、
継
枝
、
灯
鴟
頭
之
暁
、
献
密
花
桉
里
尊
聻
、

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

（
端
裏
書
）〔

摩
〕

（
信
助
）

〔
累
〕

〔
失
墜
カ
〕

本
尊
、

〔
蒙
カ
〕

〔
一
天
カ
〕

〔
陣
〕

〔
破
カ
〕
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天
正
五
年
七
月
二
日

　

○
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
「
解
題
」
参
照
。

　
六
四
　
宣
宥
宝
塔
院
合
力
証
文
案　
　
　
　
　
　
縦
二
九
・
四
糎

横
三
七
・
六
糎

「
宝
塔
院
合
力
状
」

　
　
宗
善
へ

安
文

抑
宝
塔
院
坊
舍
、⃝

事
、
弘
忍
房
及
両
度

可
有
付
与
宗
善
ニ

由
之
条
、
予
加
施
言
処
ニ
、

今
且

令
同
心
通
歟
、
就
其
、
坊
舎
之
借
銭
之
事
、
我
等
借

替
之
分
、
都
合
四
十
石
余
也
、
左
有
共
、
頃
日
金
一
両

被
上
候
間
、

先
以
四
十
石
歟
、
雖
然
、
旁
移
居
候
者
、
令
三
十

六
石
合
力
、
残
十
六
石
也
、
此
内
六
石
者
、
旁
忽
に

被
済
之
間
、
猶
残
而
拾
石
之
借
替
也
、
但
此
十
石
も
、

弘
忍
房
下
向
之
路
銭
已
下
に
て
候
上
者
、
随
分
申

届
、
従
弘
忍
房
可
給
候
、
若
彼
仁
於
難
渋
者
、
可
付

宝
塔
院
ニ

候
、
就
中
、
弘
忍
房
至
有
帰
住
者
、
其
方

自
分
十
六
石
之
取
替
并

当
座
之
造
作
以
下
者
、

可
有
一
々
算
用
候
、
誠
如
此
倍
々
を
致
減
少
事
、

惣
者
思
一
宇
之
興
隆
、
別
者
宗
善
江

令
扶
助
者
也
、

仍
状
如
件
、

　
　
　

天
正
十
七
年　
　
　
　
　

宣
宥

　
　
　
　

宗
善
房　
　
　

ま
い
る

　

○�

鏡
尊
房
宣
宥
は
西
南
院
第
二
十
五
世
で
、
龍
光
院
に
兼
住
し
た
（『
金
剛
峯
寺

諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」）。
宝
塔
院
に
つ
い
て
は
、『
紀
伊
続

風
土
記
』
高
野
山
之
部 

巻
之
十
四 

寺
家
之
四
「
谷
上
院
堂
社
院
家
下
」
の
宝

塔
院
の
項
に
、「
本
院
、
旧
西
院
谷
に
在
。
宝
塔
院
と
号
す
る
所
以
は
、
千
手

室
塔
の
辺
り
に
あ
れ
は
な
り
。是
隣
近
に
名
を
得
る
も
の
な
り
。山史
。元
禄
八
年
、

谷
上
に
移
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
世
に
は
西
院
谷
に
あ
っ
た
。
文
中
に
登
場

す
る
弘
忍
房
は
、
宝
塔
院
主
の
弘
仁
房
乗
清
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
（『
金
剛

峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
一
「
宝
塔
院
過
去
帳
」）。

　
六
五
　
下
古
佐
布
村
源
四
郎
等
米
借
用
状　
　
　
　
　
　
縦
三
〇
・
九
糎

横
二
九
・
六
糎

　
　
　
　
　

借
用
申
米
之
事

　
　
　
　
　
　

合
四
石
五
斗
者
、

右
、
か
り
申
所
実
正
也
、
コ
ノ
リ
分
者
、
三
ハ
リ
ニ

ア
イ
サ
タ
メ
申
候
、
た
と
へ
日
ソ
ン
ト
ク
せ
イ
行
候
共
、

於
此
米
ニ

者
、
イ
ラ
ン
有
間
敷
候
、
来
秋
中
ニ

キ
ツ
ト
へ
ん
へ
ン
可
申
候
、
但
ハ
、
マ
ス
ハ
京
は
ん
に
て
候
、

此
蔵
本
者
、
ホ
ソ
カ
ハ
ノ
右
衛
門
尉
二
郎
、
仍
如
件
、

文
禄
弐
年
癸巳

十
二
月
廿
二
日	

源
四
郎
（
花
押
45
）

　
　
　
　
　
　

下
古
佐
布
村
中　

新
二
郎
（
筆
軸
印
46
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
馬
二
郎
（
筆
軸
印
47
）

　
�

大
郎
三
郎
（
筆
軸
印
48
）
甚
九
郎
（
筆
軸
印
49
）
太
郎
四
郎
（
筆
軸
印
50
）
四
郎

二
郎
（
筆
軸
印
51
）

　
　
　
　
　

右
衛
門
尉
二
郎
殿　
参

　

○
本
文
書
は
、
源
四
郎
の
筆
に
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
六
六
　
良
範
灌
頂
法
物
送
進
状　
　
　
　
　
　
縦
二
三
・
六
糎

横
二
六
・
六
糎

　

灌
頂
法
物
之
事

（
端
裏
書
）

〔
案
〕

殊
檀
越
等
之

〔
借
〕

〔
利
〕

〔
割
〕

〔
相
　

定
〕

〔
徳

政
〕

〔
違

乱
〕

〔
返

弁
〕

〔
枡
〕

〔
判
〕

〔
細

川
〕

（
紀
伊
国
伊
都
郡
）
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合
而

三
石
之
通
、

国
本
よ
り
送
進
上
、
可

申
者
也
、
ア
ハ

尭
円

文
禄
二
年
八
月
五
日　

良
範
（
花
押
52
）

北
室
院
頼
旻
様　
　
　

ま
い
る

　

○�

北
室
院
賢
栄
房
頼
旻
は
、
西
南
院
第
二
十
九
世
賢
了
房
政
旻
の
師
（『
金
剛
峯

寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」、
巻
十
「
北
室
院
歴
代
系
譜
写
」）。

　
六
七
　
宥
賢
書
状　
　
　
　
　
　
縦
二
九
・
六
糎

横
四
四
・
三
糎

今
度
、
淡
州
西
南
院
之
壇
方
衆

被
上
候
ニ

付
而
、
預
御
尋
候
、
坊
主
親
類

衆
迄
之
見
舞
ニ

候
条
、
其
方
ヘ

案
内
不
申
候
、

雖
然
、
於
向
後
者
、
親
類
衆
壹
人
も

寄
申
間
敷
候
、
自
然
、
一
人
も

参
候
者
、
従

近
付
中
、
御
違
乱
ニ

可
預
候
、
坊
主
も

此

内
存
ニ

御
座
候
、
為
後
日
、
一
筆
如
此
候
、
恐
々

謹
言
、

　

文
禄
二
年
八
月
四
日　
北
室
院
内

宥
賢
（
花
押
53
）

西
南
院　
　
　
　
　

参
御
同
宿
中

　

○�

本
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
槁
の
「
解
題
」
参
照
。
文
中
に
見
え
る
近
付
中
は
、

近
付
衆
（
行
人
の
一
種
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野

山
之
部 

巻
之
四
十
四
「
行
人
事
歴 

類
別
」
の
近
付
衆
の
項
参
照
。

〔
西
南
院
文
書
〕
第
六
巻

　

六
八
　
応
宣
書
状　
　
　
　
　
　
縦
三
二
・
三
糎

横
五
一
・
一
糎

「
応
宣
」

我
等
院
家
之
事
、
内
々

如
申
合
候
、
明
春
仁

成
候
者
、

相
渡
可
申
者
也
、
今
時
分

可
相
譲
事
、
拙
子
年
比
仁

雖
未
似
合
候
、
病
気
旁
々
、

院
家
抱
申
事
、
難
成
候
故
、

如
此
候
、
委
書
物
、
来
年
相
渡
候
、

折
節
一
筆
、
可
進
之
候
、
先
以

為
覚
候
、
仍
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　

西
南
院

　

慶
長
七
年
極
月
九
日　

応
宣
（
花
押
54
）

　
　

尊
勝
院　
　
　

ま
い
る

　

○�

深
鏡
房
応
宣
は
西
南
院
第
二
十
六
世
、
深
識
房
秀
弁
は
西
南
院
第
二
十
七
世
。

秀
弁
は
、
尊
勝
院
・
西
禅
院
に
兼
住
し
た
（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻

六
「
先
師
歴
代
写
」）。
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
槁
の
「
解
題
」
参
照
。

　
六
九
　
頼
旻
道
具
請
取
状　
　
　
　
　
　
縦
三
六
・
三
糎
（
現
状
）

横
五
二
・
〇
糎　
　
　
　

　
　
　

請
取
申
生
駒
雅
楽
頭
殿
御
道
具
之
事

米

〔
阿
波
〕

（
端
裏
書
）

（
秀
弁
）

（
親
正
）
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一
、
御
刀
仁
王
三
郎 

付
か
う
か
い
み
つ
か
ら
す
の
ほ
り
物
有
、

　
　

�　
　
　
　
　
　

一
、
め
ぬ
き
い
ろ
ゑ　

一
、
し
と
ゝ
め
あ
か
ゝ
ね　

一
、
つ
は

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
ゝ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
は
ゝ
き
あ
か
ゝ
ね
、
し
や
く
と
う
の
の
み
入
、

一
、�

御
わ
き
さ
し
吉
光 
付
は
ゝ
き
銀
子　

一
、
し
と
ゝ
め
金
子

　
　

�　
　
　
　
　
　
　

 
一
、�
両
め
ぬ
き
し
や
く
と
う　

一
、
小
刀
の
つ
か
し
や
く

と
う
の
ほ
り
物
有
、

一
、
御
長
刀　

無
め
い　

一
、
御
か
ら
か
さ
一
本

　
　

�　

御
は
さ
み
は
こ
壹
荷
に
入
申
御
道
具

一
、
し
ろ
小
袖
ふ
た
つ 

一
、
御
帯
壹
す
ち　
　

一
、
御
し
た
帯
一
す
ち

一
、
御
た
ひ
壹
そ
く　

 

一
、
御
は
な
か
み
壹
束　

一
、
あ
ふ
き
弐
本

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　

慶
長
八
年　
　
　

青
巌
寺

　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
五
日　

検
校
執
行
法
印
頼
旻
（
花
押
55
）（
黒
印
56
）

　
　
　
　
　
　
　

西
山
大
炊
殿

　
　
　
　
　
　
　

伴
小
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　

庄
作
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　

上
田
権
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　

小
森
亀
丞
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る

　

○�

本
文
書
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
二
月
十
三
日
に
讃
岐
高
松
で
亡
く
な
っ

た
生
駒
親
正
（
讃
岐
高
松
藩
主
・
生
駒
一
正
の
父
）
の
遺
品
の
請
取
状
。『
生

駒
家
譜
正
疑
論
』（『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
一
、
慶
長
八
年
二
月
十
三
日

条
所
引
）
に
よ
れ
ば
、
生
駒
親
正
は
真
言
宗
に
対
す
る
信
仰
が
深
く
、
そ
の
遺

言
に
よ
っ
て
、
高
野
山
北
室
院
の
院
主
で
あ
っ
た
賢
栄
房
頼
旻
が
招
か
れ
、
葬

儀
の
導
師
を
つ
と
め
た
。
本
文
書
が
西
南
院
に
伝
来
し
た
の
は
、
頼
旻
の
弟
子

に
あ
た
る
賢
了
房
政
旻
が
、
北
室
院
を
相
伝
し
、
の
ち
に
西
南
院
第
二
十
九
世

と
な
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
か
（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師

歴
代
写
」・
巻
十
「
北
室
院
歴
代
系
譜
写
」）。

　
七�

〇
　
金
剛
峯
寺
無
量
寿
院
権
律
師
補
任
状 

�

本
紙
縦
三
六
・
二
糎
（
現
状
）

横
五
一
・
三
糎　
　
　
　　

包
紙
縦
三
五
・
九
糎
（
現
状
）

横
六
・
二
糎　
　
　
　
　

「
補
任　
　
　
　
　

秀
弁
」

高
野
山
金
剛
峯
寺
無
量
寿
院

　
　
　
　
　

大
法
師
秀
弁

謹
考
旧
貫
、
当
院
勤
御
願
、

敢
無
偏
党
者
、

天
恩
、
早
以
件
大
法
師
秀
弁
、

宜
被
任
権
律
師
也
、
為

御
勅
願
、
謹
充
処
分
焉
、

　

慶
長
八
秊
拾
月
十
六
日

法
印
権
大
僧
都
行
昌
（
花
押
57
）

　

○�

深
識
房
秀
弁
は
西
南
院
第
二
十
七
世
（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先

師
歴
代
写
」）。

　
七�
一
　
金
剛
峯
寺
無
量
寿
院
権
少
僧
都
補
任
状 

�

本
紙
縦
三
六
・
二
糎
（
現
状
）

横
五
一
・
一
糎　
　
　
　　

包
紙
縦
三
五
・
五
糎
（
現
状
）

横
六
・
二
糎　
　
　
　
　

「
補
任　
　
　
　
　

秀
弁
」

高
野
山
金
剛
峯
寺
無
量
寿
院

　
　
　
　
　

権
律
師
秀
弁

〔

笄

〕〔

三

烏

〕
〔
彫
〕

〔
目

貫
〕〔
色

絵
〕

〔
鵐

目
〕〔

銅

〕

〔
鍔
〕

〔

鎺

〕

〔
赤
　

銅
〕

〔
脇

指
〕

〔
柄
〕

〔
銘
〕

〔
唐

傘
〕

〔
挟
　

箱
〕

〔
白
〕

〔
筋
〕

〔
下
〕

〔
足
袋
〕
〔
足
〕

〔
鼻

紙
〕

〔

扇

〕

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

（
包
紙
ウ
ハ
書
）
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謹
考
旧
貫
、
当
院
勤
御
願
、

敢
無
偏
党
者
、

天
恩
、
早
以
件
権
律
師
秀
弁
、

宜
被
任
権
少
僧
都
也
、
為

御
勅
願
、
謹
充
処
分
焉
、

　

慶
長
八
秊
拾
月
十
六
日

法
印
権
大
僧
都
行
昌
（
花
押
58
）

　

○�

七
〇
号
の
注
参
照
。

　
七
二
　
応
宣
西
南
院
預
状　
　
　
　
　
　
縦
三
四
・
〇
糎

横
四
九
・
七
糎

　
　

預
申
院
家
事

夫
当
院
者
、
南
山
規
模
之
霊
場
、
代
々
明
徳
之

聖
跡
也
、
然
予
雖
不
肖
、
従
先
師
法
印
宣
宥
、

親
得
譲
与
、
経
年
序
訖
、
尤
抽
修
学
増
進
之
懇
志
、

可
励
仏
法
紹
隆
之
丹
心
之
処
、
及
病
気
、
無
其
甲
斐
、

空
送
居
、
諸
事
頗
非
本
意
、
所
詮
、
養
性
之
間
、

院
家
諸
壇
那
并

世
出
世
之
道
具
、
従
法
印
宣
宥
、

請
取
申
、
如
注
文
、
其
方
江

預
置
者
也
、
互
存
命

不
ニ
モ
候
得
共
、
廿
ケ
年
之
後
者
、
此
方
江

可
返
給
者
也
、

仍
状
如
件
、

　

慶
長
八
年
十
一
月
十
六
日　

深
鏡
房
応
宣
（
花
押
59
）

　
　
　
　
　

尊
勝
院
ま
い
る

　

○
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
槁
の
「
解
題
」
参
照
。

　
七
三
　
讃
岐
志
度
寺
常
楽
坊
・
西
林
坊
連
署
状　
　
　
　
　
縦
二
六
・
三
糎

横
九
・
七
糎　

灌
頂
銭
銀
子
拾
匁
、
当
秋
中
ニ

必
進
上

可
仕
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

讃
岐
志
度
寺

　
　

慶
長
拾
三
年
卯
月
十
六
日　

常
楽
坊
（
花
押
60
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
林
坊
（
花
押
61
）

　

北
室
院
様
ま
い
る　
　

取
次
能
宣

　

○�

常
楽
坊
・
西
林
坊
は
、
近
世
初
頭
に
成
立
し
た
讃
岐
志
度
寺
の
坊
庵
で
、
慶
長

九
年
（
一
六
〇
四
）
十
月
に
再
興
さ
れ
た
志
度
寺
観
音
堂
の
棟
札
（『
志
度
寺

旧
由
余
残
記
』
所
引
「
棟
木
之
写
」）
に
見
え
る
。
香
川
県
政
策
部
文
化
芸
術

局
文
化
振
興
課
編
『
志
度
寺
調
査
報
告
書
』
第
二
分
冊
（
香
川
県
、
二
〇
二
二

年
）
一
一
・
二
二
五
・
三
〇
八
頁
参
照
。
本
文
書
が
西
南
院
に
伝
来
し
た
の
は
、

第
二
十
九
世
賢
了
房
政
旻
が
淡
路
出
身
で
、
も
と
北
室
院
の
院
主
で
あ
っ
た
た

め
か
。

　
七
四
　
秀
弁
銀
子
借
用
証
文　
　
　
　
　
　
縦
三
二
・
〇
糎

横
三
〇
・
三
糎

預
り
申
銀
子
事

　
　
　
「
内
弐
貫
六
百
目
、
元
和
元
年
八
月
廿
九
日
、
大
隅
殿
之
御
使
茂
兵
衛
殿
渡
也
、　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残
三
貫
四
百
文
預
り
也
、」

合
而
六
貫
目
、
慥
預
り

申
処
也
、
数
卅
つ
ゝ
み
御
座
候
、

何
時
成
共
、
御
用
之
時
渡
し

可
申
候
、
仍
為
後
日
、
証
文
如
件
、

　
　
　
　
　

 　

高
野
山
西
南
院

　

慶
長
十
弐
年
八
月
十
一
日　

秀
弁
（
花
押
62
）

（
西
南
院
）

〔
生
〕

〔
間
脱
カ
〕

〔
定
脱
カ
〕

（
秀
弁
）

（
政
旻
）（

追
筆
）

（
橋
本
長
治
）
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中
川
大
隅
守
殿
ま
い
る

　

○�
追
筆
は
本
文
と
異
な
る
筆
跡
で
あ
り
、
文
書
全
面
が
「
×
」
記
号
に
よ
っ
て
毀

破
さ
れ
て
い
る
。
追
筆
に
記
さ
れ
た
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
八
月
二
十
九

日
の
借
銀
返
済
に
関
係
す
る
文
書
と
し
て
、「
中
川
資
政
書
状
」「
橋
本
長
治
借

銀
請
取
状
」「
良
算
借
銀
覚
書
」
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
西
南
院
寺
蔵
文
書
第
五

九
函
）。
な
お
、
本
稿
の
「
解
題
」
参
照
。

　
七
五
　
金
剛
峯
寺
小
集
会
衆
連
署
事
書　
　

�

第
一
紙
縦
三
六
・
三
糎
（
現
状
）

横
五
一
・
〇
糎　
　
　
　　

 

第
二
紙
縦
三
六
・
〇
糎

横
五
〇
・
三
糎

「
集
会
衆
之
判
形
」

集
会
衆
中
院
領
之
儀
、
先
年
其
沙
汰
有
之
歟
、
今
度
者
、

衆
徒
中
寺
領
者
、
一
円
学
問
次
第
ニ

可
受
之　

御
墨
印
也
、

御
法
度
之
上
者
、
各
難
被
遁
候
哉
、
就
中
、
如
往
古
者
、
花
王
院

覚
海
者
、
道
範
之
師
、
満
山
之
目
足
、
持
明
院
之
真
誉
者
、

覚
鑁
之
祖
、
一
流
之
本
願
也
、
智
荘
厳
院
祐
兼
者
、
宥
快

之
知
識
、
南
蓮
上
院
仙
基
者
、
中
院
之
明
匠
也
、
三
宝
院
者
、

代
々
悉
曇
・
声
明
之
家
也
、
然
処
、
近
年
此
等
院
家
之
住
持
、

畠
山
権
柄
之
砌
、
被
促
官
軍
、
自
有
武
勇
之
振
舞

以
来
、
在
仏
家
而
好
武
家
、
捨
仏
法
帯
武
具
、
頗
仏
法

破
滅
之
基
也
、
但
近
頃
者
、
粗
雖
有
長
袖
之
行
儀
、

猶
非
仏
法
修
学
之
身
上
、
只
無
勤
而
虚
被
受
過
分
之

公
物
、　

御
法
度
之
起
、
職
而
此
由
也
、
自
今
以
後
、
可
被
守

　

御
墨
印
之
旨
者
、
各
如
往
古
、
入
学
侶
而
可
有
所
学
也
、

若
然
者
、
花
王
院
・
智
荘
厳
院
者
、
猶
学
問
之
年
時
分
、
又

有
利
根
之
性
、
両
人
院
家
被
預
看
坊
、
唯
向
学
窓
拉

雪
蛍
、
勤
学
衆
而
不
闕
論
義
、
可
有
讃
仰
也
、
年

満
四
十
、
所
学
猶
不
熟
者
、
臨
其
時
、
面
々
上
通
之
一
宇
、

必
可
被
相
渡
学
者
也
、
其
外
衆
者
、
或
年
少
、
或
老
躰
」

之
間
、
所
学
不
可
堪
歟
、
然
者
、
各
可
被
相
定
学
者
之
後
住

者
也
、
此　

御
法
度
無
異
儀
者
、
則
各
可
有
判
形
者
也
、
仍
案

内
之
状
、
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衆
徒
中
評
定
衆

　
　
　

慶
長
十
五
年
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

快
学
（
黒
印
63
）

寺
領
四
十
石	

蓮
上
院
若
年
故
、
良
恩
房
一
代
之
後
、

可
渡
分
也
、
但
入
弟
子
学
問
、	

頼
秀
（
花
押
64
）

同
前	

花
王
院
十
年
引
籠
学
問
、	

快
遍
（
花
押
65
）

同
前	

智
荘
厳
院
同
前	

応
政
（
花
押
66
）

寺
領
如
有
来
、	

大
光
明
院
同
前	

応
昌
（
花
押
67
）

同
前	

十
輪
院
後
住
行
順
房	

宗
伝
（
花
押
68
）

四
十
石	

三
宝
院	

応
観
（
花
押
69
）

同
前	

蓮
上
院
後
代
引
摂
院	

仙
栄
（
花
押
70
）

三
十
石
如
有
来
、	

持
明
院
後
住
源
融
房	

快
雄
（
花
押
71
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
槁
の
「
解
題
」
参
照
。

　
七
六
　
勢
算
金
子
借
用
証
文　
　
　
　
　
　
縦
二
九
・
三
糎

横
二
一
・
二
糎

「（
黒
割
印
72
）（
割
花
押
73
）」

借
用
申
江
戸
小
判
之
事

　

合
弐
両
分
也
、
但
此
利
分
、
銀
子
ニ

算
用

（
資
政
）

（
端
裏
書
）

南北

各
中

（
端
裏
下
部
）
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仕
、
壹
月
ニ

付
、
弐
匁
く
い
也
、
但
来
年

七
月
か
き
り
ニ

本
利
と
も
ニ

へ
ん
べ
ん

可
申
候
、
永
ふ
さ
た
候
ハ
ゝ
、
利
分
壹
ば
い
に
て

へ
ん
べ
ん
可
申
候
物
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
う
と
う
い
ん
紫
竹
坊

　

慶
長
十
七
年
九
月
廿
四
日　
　
　

勢
算
（
花
押
74
）

蔵
本

　

明
星
院
ま
い
る　
　
　
　

但
口
入
上
蔵
院
（
花
押
75
）

　
　
　
　
　

取
次
甚
右
衛
門
殿
也
、

　

○�

本
文
書
が
西
南
院
に
伝
来
し
た
の
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
十
二
月
二
十

七
日
、森
勝
政
が
西
南
院
に
宝
幢
院
紫
竹
坊
の
檀
那
職
を
売
却
し
た
際
に
、「
紫

竹
坊
借
状
弐
ツ
」、
す
な
わ
ち
本
文
書
と
七
九
号
「
勢
算
銀
子
借
用
証
文
」
を

譲
渡
し
た
こ
と
に
よ
る
（
高
野
山
史
編
纂
所
［
中
田
法
寿
］
編
『
高
野
山
文
書
』

第
六
巻
、
西
南
院
文
書
第
三
三
五
号
「
森
勝
政
宝
幢
院
檀
那
職
売
券
」）。

　
七
七
　
仁
和
寺
宮
覚
深
法
親
王
令
旨　
　
　
　
　
　

 
�

本
紙
縦
三
六
・
八
糎
（
現
状
）

横
五
二
・
五
糎　
　
　
　　

包
紙
縦
三
六
・
七
糎
（
現
状
）

横
六
・
一
糎　
　
　
　
　

「
権
少
僧
都
政
旻　
　御

房　

法
印
」

権
少
僧
都
御
免
許
之

事
、
不
可
有
子
細

之
旨
、

御
室
宮
御
気
色
所
候
也
、

仍
執
達
如
件
、

　

慶
長
十
七

　
　

七
月
二
日　

禅
宥
（
花
押
76
）

　
　

権
少
僧
都
政
旻

　
　
　
　
　
　
　

御
房

　

○�

賢
了
房
政
旻
は
、西
南
院
第
二
十
九
世（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』巻
六「
先

師
歴
代
写
」）。
禅
宥
は
、
仁
和
寺
皆
明
寺
の
僧
で
（『
仁
和
寺
諸
院
家
記
（
心

蓮
院
本
）』）、御
室
覚
深
法
親
王
の
側
近
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。櫛
田
良
洪『
続 

真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
九
年
）
六
四
九
～

六
五
二
頁
参
照
。

　
七
八
　
良
尊
法
印
叙
任
覚
書　
　
　
　
　
　
縦
三
六
・
六
糎
（
現
状
）

横
二
八
・
七
糎　
　
　
　

仁
和
寺
御
室
御
所
法
印
官
、

被
下
訖
、
季
代
之
重
職
、
尤
可

恐
惶
者
也
、　

多
聞
院
末
葉
良
尊
（
花
押
77
）

　
　
　

奏
達
皆
明
寺
御
房

　

○�

長
深
房
良
尊
は
、西
南
院
第
二
十
八
世（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』巻
六「
先

師
歴
代
写
」）。
年
紀
を
欠
く
が
、
八
〇
号
「
仁
和
寺
宮
覚
深
法
親
王
令
旨
」
に

関
わ
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
か
。

　
七
九
　
勢
算
銀
子
借
用
証
文　
　
　
　
　
　
縦
三
三
・
二
糎

横
四
六
・
〇
糎

借
用
銀
子
之
事

　

合
五
百
目
者
但
利
分
ハ
百
目
、
付　

一
月

ニ

弐
匁
ツ
ヽ
也
、

右
之
し
ち
物
に
、
関
東
む
さ
し
の
国

旦
那
一
職
さ
し
入
申
候
、
則
過
光
張
・

簡
文
二
札
、
渡
申
候
、
此
銀
子
ハ
、

右
之
旦
那

〔

限

〕

〔
返

弁
〕

〔
不
沙
汰
〕

〔
倍
〕

〔
宝

幢

院
〕

（
森
勝
政
）

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

（
覚
深
法
親
王
）

〔
希
〕（

禅
宥
）

〔
質
〕

〔
武

蔵
〕〔

去
〕
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ま
わ
り
ニ

借
用
申
候
事
、
実
正
也
、
此
銀
子

無
沙
汰
於
有
之
者
、
此
し
ち
物
み
な
〳
〵

可
被
召
上
候
、
于
時
一
言
い
ら
ん
あ
る

間
敷
候
、
家
旦
那
な
か
し
申
事

於
有
之
者
、
則
国
へ

同
心
申
、
引
渡

可
申
候
、
左
様
之
時
ハ
、

旦
那
う
り
け
ん
候
と
も
、

み
な
〳
〵
渡
可
申
候
、
仍
而
後
日
証
文

如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
う
と
う
い
ん
紫
竹
坊

　
　

慶
長
拾
七
年
八
月
十
三
日　
　

勢
算
（
花
押
78
）

　
　

蔵
本
千
手
院
明
目
正
福
院
ま
い
る

　
　
　
　
　
　

請
人
甚
右
衛
門
殿

　

○
本
文
書
が
西
南
院
に
伝
来
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
七
六
号
の
注
参
照
。

　
八
〇
　
仁
和
寺
宮
覚
深
法
親
王
令
旨�

本
紙
縦
三
五
・
四
糎

横
四
九
・
〇
糎　

包
紙
縦
三
六
・
六
糎
（
現
状
）

横
五
・
三
糎　
　
　
　
　

「
法
印
良
尊
御
房　
　

権
大
僧
都
」

法
印
御
免
許
之
事
、

令
披
露
候
処
、
雖
不
為

年
齢
相
当
、
依
抜
群

智
才
、
不
可
有
相
違
之

旨
、
仁
和
寺
宮
御
気

色
之
処
、
仍
執
達
如
件
、

　

慶
長
十
八
年
三
月
廿
一
日　

禅
宥
（
花
押
79
）

　
　
　
　

法
印
良
尊
御
房

　

○�

本
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
「
解
題
」
参
照
。

　
八
一
　
江
戸
幕
府
伝
馬
手
形　
　
　
　
　
　

本
紙
縦
三
一
・
六
糎

横
一
五
・
六
糎　

包
紙
縦
三
一
・
七
糎

横
一
三
・
二
糎

「
慶
長
十
九
年
夏

　

御
伝
馬
御
朱
印
」

（�

伝
馬
朱
印 

左
半
割
印
80
）

馬
拾
疋
、
従
江
戸
駿
府
ま
て

可
出
之
者
也
、

　

慶
長
拾
九
年
刁

四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

伝
馬
宿
中

　

○�

割
印
の
印
文
は
、「
伝
馬
無
相
違
可
出
者
也
」
の
左
半
。『
大
日
本
史
料
』
第
十

二
編
之
十
七
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
年
末
雑
載
、
駅
遞
交
通
の
条
（
五

一
三
～
五
一
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
本
文
書
に
「
慶
長
十
九
年
、
高
野
衆
御
論
議

下
向
之
時
、
江
戸
将
軍
様
伝
馬
御
朱
印
」
と
記
し
た
包
紙
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

現
在
は
確
認
で
き
な
い
。
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
槁
の
「
解
題
」
参
照
。

〔
違

乱

有
〕

〔
売

券
〕

〔
宝

幢

院
〕

（
森
勝
政
）

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

（
覚
深
法
親
王
）

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

（
徳
川
秀
忠
）
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『
西
南
院
文
書
』
第
五
巻
・
第
六
巻 

花
押
・
印
章
集

37
　
良
憲

38
　
秀
存

39
　
忠
海

40
　
忠
海

41
　
秀
存

42
　
秀
存

43
　
俊
海

44
　
良
深

45
　
源
四
郎

46
　
新
二
郎

47
　
右
馬
二
郎

48
　
太
郎
三
郎

49
　
甚
九
郎

50
　
太
郎
四
郎

51
　
四
郎
二
郎
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52
　
良
範

53
　
宥
賢

54
　
応
宣

55
　
頼
旻

56
　
頼
旻

57
　
行
昌

58
　
行
昌

59
　
応
宣

60
　
志
度
寺
常
楽
坊

61
　
志
度
寺
西
林
坊

62
　
秀
弁

63
　
快
学

64
　
頼
秀

65
　
快
遍
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66
　
応
政

67
　
応
昌

68
　
宗
伝

69
　
応
観

70
　
仙
栄

71
　
快
雄

72
　
勢
算

73
　
森
勝
政

74
　
勢
算

75
　
上
蔵
院

76
　
禅
宥

77
　
良
尊

78
　
勢
算

79
　
禅
宥

80
　
江
戸
幕
府
伝
馬
朱
印


